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○浅野敏明議長 日程第１、会議録署名議員の指

名であります。会議規則第81条の規定により、

ご指名いたします。 

 １番 鈴 木 一 則 議員 

 ２番 勝 見 英一朗 議員 

 ３番 渡 部 正 之 議員 

 以上、３名の方にお願いいたします。 

 

 

 日程第２ 会期の決定 

 

 

○浅野敏明議長 次に、日程第２、会期の決定を

議題といたします。 

 お諮りいたします。今定例会の会期は、ただ

いま議会運営委員長から報告がありましたとお

り、本日から12月20日までの21日間と決定し、

会議日程につきましては、お手元に配付してあ

ります令和３年12月市議会定例会会議日程表の

とおり決するにご異議ございませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○浅野敏明議長 ご異議なしと認めます。 

 よって、そのように決定いたしました。 

 

 

 日程第３ 報告第１３号 専決処分 

 の報告について（車両事故に係る損 

 害賠償の額の決定について） 

 日程第４ 報告第１４号 専決処分 

 の報告について（車両事故に係る損 

 害賠償の額の決定について） 

 

 

○浅野敏明議長 それでは、日程第３、報告第13

号 専決処分の報告について（車両事故に係る

損害賠償の額の決定について）及び日程第４、

報告第14号 専決処分の報告について（車両事

故に係る損害賠償の額の決定について）の２件

を一括議題といたします。 

 報告を受けることといたします。 

 内谷重治市長。 

  （内谷重治市長登壇） 

○内谷重治市長 おはようございます。 

 報告第13号及び報告第14号は、いずれも専決

処分の報告についてでございますので、一括し

てご説明申し上げます。 

 これら２件は、車両事故に係る損害賠償の額

の決定について、専決処分させていただいたも

のでございます。 

 報告第13号につきましては、市営バス運行中

に発生いたしました車両事故に関し、損害賠償

の請求者に対し24万988円をお支払いいたすも

のでございます。 

 報告第14号につきましては、福祉バス運行中

に発生いたしました車両事故に関し、損害賠償

の請求者に対し17万9,697円をお支払いいたす

ものでございます。 

 車両の運転につきましては、事故のないよう

常に指導しているところでございますが、今後

ともなお一層の注意を喚起し、安全運転に努め

てまいります。 

 以上、ご報告申し上げます。 

○浅野敏明議長 報告第13号及び第14号の報告が

終わりました。 

 ただいまの報告に対し、ご質疑ございません

か。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○浅野敏明議長 質疑もないので、これで報告第

13号及び第14号の報告を終わります。 

 

 

 日程第５ 報告第１５号 専決処分 

 の承認を求めることについて（令和 

 ３年度長井市一般会計補正予算第９ 

 号） 
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○浅野敏明議長 それでは、次に、日程第５、報

告第15号 専決処分の承認を求めることについ

て（令和３年度長井市一般会計補正予算第９

号）の１件を議題といたします。 

 提案者の説明を求めます。 

 内谷重治市長。 

  （内谷重治市長登壇） 

○内谷重治市長 報告第15号 専決処分の承認を

求めることについてご説明申し上げます。 

 本案は、令和３年度長井市一般会計補正予算

第９号について専決処分させていただいたもの

でございます。 

 第１条の歳入歳出予算の補正につきましては、

予算の総額に2,727万4,000円を追加し、予算総

額を歳入歳出それぞれ176億6,423万4,000円と

いたすものでございます。 

 このたびの補正は、歳出におきまして、緊急

対応を要する新型コロナウイルスワクチン接種

体制の確保に要する経費を増額したほか、予定

していた市営バス購入について、半導体不足に

より年度内納車の見込みが立たない状況となっ

たため、減額したものでございます。歳入につ

きましては、増額分には国庫支出金を充て、減

額分は財政調整基金繰入金を減額いたすもので

ございます。 

 第２条の債務負担行為の補正につきましては、

第２表のとおり、第１条で減額した事業費を追

加いたすものでございます。 

 よろしくご承認賜りますようお願い申し上げ

ます。 

○浅野敏明議長 提案者の説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。ご質疑ございませ

んか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○浅野敏明議長 質疑もないので、質疑を終結い

たします。 

 それでは、報告第15号について討論を行いま

す。ご意見ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○浅野敏明議長 ご意見もないので、討論を終結

し、採決いたします。 

 報告第15号は、承認することに賛成の議員の

起立を求めます。 

  （起立全員） 

○浅野敏明議長 起立全員であります。 

 よって、報告第15号は、承認することに決定

いたしました。 

 

 

 委員会付託の省略について 

 

 

○浅野敏明議長 お諮りいたします。 

 これから上程いたします日程第６、議案第60

号から日程第12、議案第67号までの議案７件に

つきましては、委員会付託を省略し、全員でご

審議願いたいと思いますが、これにご異議ござ

いませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○浅野敏明議長 ご異議なしと認めます。 

 よって、そのように決定いたしました。 

 

 

 日程第６ 議案第６０号 長井市一 

 般職の職員の給与に関する条例の一 

 部を改正する条例の制定について外 

 ６件 

 

 

○浅野敏明議長 それでは、日程第６、議案第60

号 長井市一般職の職員の給与に関する条例の

一部を改正する条例の制定についてから日程第

12、議案第67号 令和３年度長井市下水道事業

会計補正予算第３号までの７件を一括議題とい
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たします。 

 提案者の説明を求めます。 

 内谷重治市長。 

  （内谷重治市長登壇） 

○内谷重治市長 議案第60号 長井市一般職の職

員の給与に関する条例の一部を改正する条例の

制定についてご説明申し上げます。 

 本案は、国の人事院勧告及び県の給与改定措

置を踏まえ、期末手当の支給割合を改正するた

めご提案申し上げるものでございます。 

 続きまして、議案第59号 長井市特別職に属

する者の給与等に関する条例の一部を改正する

条例の制定についてご説明申し上げます。 

 本案は、市長、副市長、教育長及び議会の議

員に対して支給する期末手当の支給割合を改正

するためご提案申し上げるものでございます。 

 続きまして、議案第62号 令和３年度長井市

一般会計補正予算第10号についてご説明申し上

げます。 

 第１条、歳入歳出予算の補正につきましては、

予算の総額に１億7,573万9,000円を追加し、予

算の総額を歳入歳出それぞれ178億3,997万

3,000円といたすものでございます。 

 このたびの補正は、歳出におきまして、議案

第59号 長井市特別職に属する者の給与等に関

する条例の一部改正及び議案第60号 長井市一

般職の職員の給与に関する条例の一部改正に伴

う人件費の減少見込額1,811万3,000円と、新型

コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金

事業で措置しておりました卸売・小売・生活関

連等事業者支援給付金事業における不用見込額

1,700万円を減額いたします。 

 また、９月議会定例会で認めていただきまし

た灯油購入助成事業で助成額を700万円増額す

るほか、新型コロナウイルス感染症セーフティ

ネット強化交付金事業費78万8,000円、子育て

世帯等臨時特別支援事業に要する経費１億

8,606万4,000円、米価下落対策支援事業に

1,700万円を措置するものでございます。 

 財源となる歳入といたしましては、国庫補助

金を見込んだほか、財政調整基金繰入金で調整

しております。 

 議案第64号 令和３年度長井市訪問看護事業

特別会計補正予算第２号についてご説明申し上

げます。 

 第１条の歳入歳出予算の補正につきましては、

予算の総額から８万2,000円を減額いたしまし

て、予算の総額を歳入歳出それぞれ2,581万

9,000円といたすものでございます。 

 議案第65号 令和３年度長井市介護保険特別

会計補正予算第２号についてご説明申し上げま

す。 

 第１条の歳入歳出予算の補正につきましては、

予算の総額から11万7,000円を減額いたしまし

て、予算の総額を歳入歳出それぞれ33億6,948

万5,000円といたすものでございます。 

 議案第64号及び議案第65号の特別会計の補正

につきましては、議案第60号 長井市一般職の

職員の給与に関する条例の一部改正に伴い、職

員人件費を減額し、これらの財源として一般会

計繰入金を減額いたすものでございます。 

 議案第66号 令和３年度長井市水道事業会計

補正予算第２号についてご説明申し上げます。 

 本案は、収益的支出を42万5,000円、資本的

支出を20万6,000円、それぞれ減額するととも

に、予算第８条に定めた職員給与費を63万

1,000円減額いたすものでございます。補正の

内容といたしましては、議案第60号 長井市一

般職の職員の給与に関する条例の一部改正に伴

う職員人件費の所要見込額を計上いたすもので

ございます。 

 議案第67号 令和３年度長井市下水道事業会

計補正予算第３号についてご説明申し上げます。 

 補正の内容につきましては、第２条の収益的

収入及び支出におきまして、議案第60号 長井

市一般職の職員の給与に関する条例の一部改正
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に伴い、支出の職員人件費20万7,000円を減額

し、併せて収入の一般会計補助金を23万5,000

円減額いたすものでございます。 

 第３条の資本的収入及び支出におきましても

同様に、支出の建設改良費を18万5,000円減額

し、併せて収入の一般会計補助金を15万7,000

円減額いたすものでございます。 

 第４条から第５条につきましては、条文のと

おり改めるものでございます。 

 以上、よろしくご審議賜りますようお願い申

し上げます。 

○浅野敏明議長 提案者の説明が終わりました。 

 これから１件ごとに質疑、討論、採決を行い

ます。 

 なお、申合せにより、委員会付託を省略して

全員による審議の場合、当日提案議案の質疑に

つきましては、一問一答の方式により行うこと

とされており、質疑の時間は１人当たり答弁を

含めて60分以内となっておりますので、ご協力

をお願いいたします。 

 まず、日程第６、議案第60号 長井市一般職

の職員の給与に関する条例の一部を改正する条

例の制定についての１件について質疑を行いま

す。ご質疑ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○浅野敏明議長 質疑もないので、質疑を終結い

たします。 

 それでは、議案第60号について討論を行いま

す。ご意見ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○浅野敏明議長 ご意見もないので、討論を終結

し、採決いたします。 

 議案第60号は、原案のとおり決するに賛成の

議員の起立を求めます。 

  （起立全員） 

○浅野敏明議長 起立全員であります。 

 よって、議案第60号は、原案のとおり決定い

たしました。 

 次に、日程第７、議案第59号 長井市特別職

に属する者の給与等に関する条例の一部を改正

する条例の制定についての１件について、ご質

疑ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○浅野敏明議長 質疑もないので、質疑を終結い

たします。 

 それでは、議案第59号について討論を行いま

す。ご意見ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○浅野敏明議長 ご意見もないので、討論を終結

し、採決いたします。 

 議案第59号は、原案のとおり決するに賛成の

議員の起立を求めます。 

  （起立全員） 

○浅野敏明議長 起立全員であります。 

 よって、議案第59号は、原案のとおり決定い

たしました。 

 次に、日程第８、議案第62号 令和３年度長

井市一般会計補正予算第10号の１件について、

ご質疑ございませんか。 

 14番、今泉春江議員。 

○１４番 今泉春江議員 おはようございます。 

 一般会計補正予算第10号の中の民生費、社会

福祉費、灯油購入助成事業についてお伺いいた

します。 

 このたび、この補正予算の中身というのは、

私が一般質問で通告しました後にこの補正予算

が計上されました。９月議会で例年どおりの

5,000円の灯油助成費が決まっていましたが、

原油の高騰が続いておりましたので、本格的な

冬を迎えるのに灯油も高騰していました。そこ

で灯油購入助成の増額を要望する内容でした。

このたびの補正額も5,000円の増額と提案され、

助成額の中身もこちらの要望に沿ったものにな

っておりました。大変よかったと思っておりま

す。生活困窮者には温かな支援になるかと思い

ます。 
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 そこで、私は、総務省が11月12日に、福祉灯

油など自治体の独自補助に特別交付税措置率２

分の１を講じると発表しました。その自治体支

援策を活用してはどうかと、一般質問の中で準

備をしておりました。このたびの補正予算の扶

助額700万円にも特別交付税措置ありという説

明がついておりますが、歳入にはこの財源が示

されておりませんが、制度の趣旨からいっても

財源を示すべきかなと思いますが、どのような

処理というか、対応になさるのか、財政課長に

お聞きしたいと思います。よろしくお願いしま

す。 

○浅野敏明議長 鈴木嗣郎財政課長。 

○鈴木嗣郎財政課長 お答えいたします。 

 特別交付税の措置があるということにつきま

しては、11月12日に開催された原油価格高騰等

に関する関係閣僚会議において、総務省として

は、地方団体が行う原油価格高騰対策に要する

経費について特別交付税措置を講ずる旨、総務

大臣が発言をしておりますという総務省からの

メールの抜粋した内容が、市町村課から長井市

の特別交付税担当者宛てに届いておりますが、

２分の１というような具体的な制度の通知がな

いという状況でございましたので、特別交付税

として計上するのではなくて、財政調整基金、

人件費の減額で1,800万円ほど出てくる予定で

ございましたが、そちらのほうの繰入金の減額

を1,100万円といたしまして調整をしたという

経過でございます。 

○浅野敏明議長 14番、今泉春江議員。 

○１４番 今泉春江議員 その議案の説明の中に、

交付税措置ありと記載しておりますが、事前に

いただいた説明の文書の中にはそのように書い

てありますが、それはどのように理解したらよ

ろしいのでしょうか。 

○浅野敏明議長 鈴木嗣郎財政課長。 

○鈴木嗣郎財政課長 お答えします。 

 そのメールの中で、特別交付税措置を想定を

して、総務省のほうでは３月算定に反映をさせ

るというような情報も入っておりまして、総務

省ではその算定に用いる調査の様式等を今こし

らえているという情報がありましたので、特別

交付税の措置はあるものと承知をしましたが、

２分の１というようなところまでの通知が来て

おりませんでしたので、交付税を正確に見積も

ることができないということで、財政調整基金

のほうで調整をさせていただいたというところ

でございます。 

○浅野敏明議長 14番、今泉春江議員。 

○１４番 今泉春江議員 私たちの資料には２分

の１という数字が書かれておりましたので、こ

のたびの灯油助成にこれが使われるんではない

かなと思って考えておりましたけども。課長、

お願いします。 

○浅野敏明議長 鈴木嗣郎財政課長。 

○鈴木嗣郎財政課長 実はこの灯油高騰対策とい

うのが、平成26年度においても特別交付税の措

置がありまして、そのときの割合は２分の１で

あったということを内部で調査をして福祉サイ

ドに提供した結果として、２分の１というよう

な説明になったものと思いますが、この２分の

１につきましては、決定をして県を通じて２分

の１の措置があるというような正式な通知がい

まだに来ていないという状況であったものです

から、当面そこら辺はっきりするまで待ってる

わけにはいかないということで、財政調整基金

で取りあえず調整をして、財源については手当

てをしたというようなところでございます。 

○浅野敏明議長 14番、今泉春江議員。 

○１４番 今泉春江議員 今説明を受けましたの

で、いずれその措置というのはあると思います

けども、今回、灯油購入助成事業について上乗

せをしていただいたということは、本当によか

ったと思っております。 

 そこの中で、今日議決になるのではないかな

と思いますけども、長井市は１月１日から３月
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31日までということになっておりますが、ほか

の市町村を見ますと、早いところですと10月ぐ

らいから３月31日というようなところもあり、

ほとんどが12月、11月ぐらいから対応してるよ

うな感じです。長井市ももう少し早く、せめて

12月ぐらいから対応できるようにしていただき

たいなと。この上乗せの分は、12月からという

のは難しいかと思いますけども、今後そういう

ことも検討していただければなと思いますけど

も、福祉あんしん課長にお伺いします。 

○浅野敏明議長 梅津義徳福祉あんしん課長。 

○梅津義徳福祉あんしん課長 それでは、お答え

をいたします。 

 開始時期の決定につきましては、いろいろな

要因で１月１日とさせていただいておりますが、

一つは、９月議会で補正をさせていただいたも

ともとの5,000円分の県補助につきまして、県

補助が入っているということで、県の要綱に基

づいて１月１日とさせていただいたこと、それ

から、灯油の値段につきましてはなかなか先行

きが見えないということで、その時期をいろい

ろと探っていたということ、様々な状況がござ

いまして１月１日とさせていただいたところで

ございますが、今ご意見がございましたように、

そのときそのときの状況を見て、対応が必要で

あれば早期の支給についても今後検討させてい

ただければと思うところでございます。 

○浅野敏明議長 14番、今泉春江議員。 

○１４番 今泉春江議員 次に、農業費の農業振

興費、米価下落対策支援事業ということで、

1,700万円がこのたび計上されております。私、

この米価下落ということも、このたび一般質問

に通告しておりました。早速取り組んでいただ

いて、補正予算に追加していただいたことは大

変よかったと思いますが、支給額というものが

十分なものなのかということが非常に懸念され

ます。 

 今回、10アール当たり1,000円の支援となっ

ており、総額が1,700万円となっています。私

は農業専門でないから詳しいことは分かりませ

んが、それでも10アールで約10俵が取れると言

われております。10アール1,000円の支援だと、

10俵取れると１俵は100円と試算されます。100

俵でも１万円かなということです。予算額は

1,700万円ということで、この作付農家、農業

者というのは584人ということなので、単純に

私は割ってみました。そしたら農業者１人に２

万9,000円というような金額でした。これはち

ょっと違うでしょうけども、単純に割ってみま

した。それで２万9,000円でした。 

 支援というものは大変歓迎するものではあり

ますが、あまりにも低いものではないでしょう

か。長井市のこのたびの米価下落の影響がどの

ぐらい農家にあるのか、金額など分かりました

らお示しいただきたいと思いますが。そして、

この支援額の試算の根拠というか、どのように

検討なさったのか、農林課長にお伺いしたいと

思います。 

○浅野敏明議長 佐々木勝彦農林課長。 

○佐々木勝彦農林課長 まず初めに、1,000円の

単価について、妥当性ということでございます

が、これを積算するに当たりましては、種子代

がおおよそ10アール当たり2,000円ほどかかる

んではないかという試算をしております。それ

の２分の１を補助させていただいて、次期作の

支援に向けていきたい。種子代見合いというこ

とで積算をさせていただいたところでございま

す。 

 単価につきましては、経済状況、農家の経営

のほうの状況であったり、あるいは財源を確保

できる、あるいは他市町村さんのほうの状況で

あったり、そういったところの情報を重ねて、

庁内でコンセンサスを取っていくというような

手続になるかと思っております。今回につきま

しては、確保できる財源を精いっぱい使わせて

いただいて1,000円を設定させていただいたと
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いうところでございます。ただ、他市町村のと

ころでは、12月議会のほうの補正にかけるとい

うことで、詳細な情報はまだ聞き伝わってはお

りませんけども、2,000円支給するとかという

ところもございます。いろいろ今後さらに農家

の経営状況などもつぶさに聞き取りしながら、

これで支援が終わりというよりも、また新たな

対策も検討していくという形で考えていきたい

と思っているところでございます。 

○浅野敏明議長 14番、今泉春江議員。 

○１４番 今泉春江議員 今、課長から、これで

終わりではなく、改めて考えていきたいという

答弁をいただきましたから、ぜひそうしていた

だきたいなと思います。 

 今、課長のほうからも、ほかの様子もちょっ

とお伺いしましたけども、県内では新庄市で10

アール当たり2,000円、それと来年の作付、種

子に対して10アール2,000円を支援するなどと

も報道されております。そして今日ですか、山

形新聞に、飯豊町が10アール当たり2,000円、

種子代、肥料代など、生産費合計の３分の１と

してそれぞれ1,000円ずつ支援するなどという

記事が出ておりました。ほかと比較するという

のも大変申し訳ないんですけども、でも同じ東

北の仙台市では10アール当たり4,000円の支援

となっております。私、一般質問でも原稿に書

きましたけども、全国を見てみますと、岡山県

下では１俵2,000円の支援をしている自治体な

どもあります。いろいろ工夫なさって、10アー

ル当たり２俵を、ＪＡを通じて市が4,000円を

上乗せして買い取り、ふるさと納税の返礼品に

しているなど、いろいろこのたびの米価下落に

対して取り組んでいる自治体があります。各自

治体でそれぞれ努力している様子がうかがえま

すが、自治体で財政の差はあるとは思いますが、

長井市の今回の支援策というのは、全く足りて

いないと思います。 

 この米価下落に対して取り組んでいただいた

ということは大変よかったと思います。そして、

今回反対はいたしませんが、先ほど課長が、終

わりではなく、改めてまた考えていきたいとい

う答弁をいただきましたので、全国の支援策な

ど、いろいろ知恵を絞っていただいて、農業へ

の支援をお願いしたいと思います。そういう答

弁いただきましたので、ぜひそこは検討してい

ただきたいと思います。 

 なお、一般質問でも通告しておりますが、市

長からもお考えをお伺いしたいと思います。 

○浅野敏明議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 ただいま農林課長から答弁させ

ていただいたんですが、今回、12月の追加の補

正という考えで農林課はおったようです。とい

うのは、これ種子代ということで、収入減に対

する補填とはちょっと違った意味でございます

が、やはりほかの34市町村の状況などを見定め

ながら、県のほうからも10アール当たり1,000

円の支援があるというような情報もございまし

たので、そういう状況を見ながら、追加で最終

日に提案させていただくという考えもあったん

ですが、まず私どもとしては、1,000円はとに

かく何とか種子代として、手続は取っていただ

かなきゃいけないんですけども、今日お認めい

ただければ年内に支払うことができると。平均

でたった２万円から３万円の間になるんですけ

ども、それでもやはり精いっぱい長井市として

は農家の皆様を応援しなきゃいけないと。 

 また、ＪＡおきたまさんなどからも、これは

異例ですけども、はえぬきが１俵当たり2,000

円以上下落しておりますので、国に対して、あ

るいは県に対して、市町村に対して支援をとい

うような要請などもございましたので、それに

応える意味からも、まずは、今日お認めいただ

ければ年内に、本当に僅かではございますが、

行政側として精いっぱいのことができるんじゃ

ないかということで、私どもとしては財源的に

1,000円が今の段階では精いっぱいでございま
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すが、もし県あたりで10アール当たり1,000円

の追加ということなどがございましたら、それ

はそれで、大変恐縮ではございますけれども、

最終日提案ということも検討させていただきた

いなと考えております。 

 なお、国の大型補正につきましては、情報で

すと、12月の10日前後ぐらいに国会のほうに諮

って、いつ議決になるかですが、いずれにして

も中旬にそれが明らかになります。そうします

と、その金額が私どもに対する地方創生の臨時

交付金という形で措置があるはずでございます

ので、その状況を見ながら追加で最終日提案さ

せていただくということも可能じゃないかと。

ただしその場合は、手続などからいいましても、

年明けの早くても１月に交付ということになる

かと思いますので、今回は1,000円だけではご

ざいますけれども、年内中に少しでもというこ

とで今日提案させていただきましたので、よろ

しくご理解賜りますようお願いいたします。 

○浅野敏明議長 14番、今泉春江議員。 

○１４番 今泉春江議員 市長からご答弁いただ

きました。今回の米価下落に対する支援という

ことで、このことに取り組んでいただいたとい

うことは大変よかったと思っております。本当

に農業というのは長井市の重要な産業基盤でご

ざいますので、この農業者、農業に対しての支

援というのは重要かと思います。今、市長もお

っしゃったように、国の臨時交付金などの増額

も臨時国会で決まるかと思いますので、そうで

あれば引き続き支援ということ、１月になって

もしていただければと強く思っております。 

 引き続き、この支援ということに取り組んで

いただきますことを希望いたしまして、今回は

少ないということでありますが、反対はいたし

ません。それに取り組んでいただいたというこ

とを評価したいと思いますので、ぜひ引き続き

の支援ということをお願いして、質問を終わり

ます。 

○浅野敏明議長 ほかにご質疑ございませんか。 

 13番、小関秀一議員。 

○１３番 小関秀一議員 今、今泉議員からあり

ましたので引き続きですが、米価下落対策支援

事業、いろいろな面で課長なり市長からも回答

いただきましたので、なるべくダブらないで確

認の質問をしますので。 

 ９月議会で、長井市議会としてもこの状況に

ついては重く受け止めて、国に対して様々な支

援策の要望を採択して意見書を出してるところ

でありますし、さっき市長からも、地元の農業

団体、農協あたりからも行政に対して、国に対

して、新型コロナウイルスの影響ばかりでなく

て近年、人口減なり食べ物の嗜好が変わってき

たということも含めて、消費が減ってきたとい

うことが一番大きな理由ではあるわけですが、

特に令和２年度の分については在庫がもう残っ

ちゃったから価格に大きく影響したというのは、

これは皆さんご承知のとおりであるので、支援

策というよりは、まず在庫対策をしていかない

と、これは何年たっても同じ状況が続くべなと

私は心配をしております。食料安保という面の

食べ物の大事さと、経営が合うか合わないかと

いうのは物すごく微妙なところでありますので、

ぜひ、これ今後も注視をしていがんなねなと思

います。 

 支援策に頼るような農業ということでは、若

い人は絶対魅力を感じないので、ぜひそこはク

リアをしてがんなね私らの仕事だなと思います

けども、今回の下落で長井市の農業、産業とい

う言葉使いたいわけですが、農業の収入に対す

る影響というのは、例えば額に対してどのぐら

い試算をしているのか。これは税収なりなんな

りいろんなところさ影響してくるわけですが、

農林課長に確認をさせていただきます。 

○浅野敏明議長 佐々木勝彦農林課長。 

○佐々木勝彦農林課長 市内の農業生産額から今

回の米価下落による影響というものについては、
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具体的に積算はしていないところでございます

けども、どのくらいの影響が来ているのかとい

うところについて、なかなかまだ資料が整って

ないというような状況でございます。今後また

そういった調査をしながら、先ほど話あった次

の支援というものが必要じゃないかというとこ

ろで、検討していくということにつなげていき

たいと思います。 

 仮に１反歩２万円として１ヘクタール200万

円としたときに、大体１町歩で200万円と考え

た場合、農家さんのほうは大体平均して2.7ヘ

クタールくらいの耕作面積がございますので、

400万円弱となるのかなという試算はできるわ

けでございますけども……。 

（「マイナスの40万円だ」の声あり） 

○佐々木勝彦農林課長 そうですか。マイナス40

万円という状況でございまして、まだ詳しい情

報については、また積算していきたいと思いま

す。 

○浅野敏明議長 13番、小関秀一議員。 

○１３番 小関秀一議員 出来秋過ぎて約２か月

なので、正式な収量とか販売額、これは令和３

年度の分が全部売り終わらないと最終精算まで

は時間がかかるので、課長言うとおり、まだ資

料整うのは時間かかると思います。 

 ただ、今説明あったように、平均だと２町７

反の水田農家で40万円ぐらい減収だと。これが

例えば若い後継者がいて10町歩や20町歩の農家

だと、この10倍、20倍。法人なんていうと100

町歩近くしてるところ。これ、転作もあっから

全部水田をつくってるということでないわけで

すが、物すごい減収。これは今まで、実は日本

の農家が味わったことのない減収です。 

 行政も、私がさっき言ったように、議会でも

意見書なんか出してるんだけど、意外と声が上

がってこない、大変だという声。これは諦めな

のかなという部分も実は感じられんなだげど。

先ほど言ったように、コロナ禍なり食料の安全

保障なんていうの考えると、やっぱりこれは米

ばかりではないんだけんども、食料の安全保障、

確保、そして担い手確保等を考えると物すごい

深刻な状況が、来年、再来年と来ることを心配

します。 

 なので、さっき市長からもあったように、多

少だげんども補助をするという気持ちはね、農

家には伝わるのかなと思いますが、ぜひ最終日

提案まで再考していただいて、1,000円は何の

足しにもなんないなと私は思います。もらわな

いよりもらったほうがいいという人はいっぱい

いんべげんども、やっぱりこれは国がしんなね

ことだと私は思うのよ。市町村で競争してる場

合でないべというのは、これはごもっともな話

で、ただ、マスコミなんかも面白がって、ほか

の市町村の額を出せば、市民感情からいえば、

長井市これっぱりかと、そういうふうになるわ

けで、これは国や県が支援策を出して、市町村

は財源あるからこのくらいだの、大変だからこ

れ１回だなんていう話は駄目だと思う。それじ

ゃあ長井市は農家さ冷たい行政しったんがなん

て思われても駄目なので、ぜひ最終日提案なり、

国からの交付金を見込みながら対応していただ

きたいなと思います。これは種子の補助なり経

営安定対策なりと、いろんな面さ活用できるわ

けですので。 

 あともう一つは、これは多少意見になるわけ

ですが、農業者なりいろんな産業の担い手を確

保するために、新規就農者とかの支援をいっぱ

いしてるわけですが、そんなお金全部吹っ飛ぶ。

うちの地域の若い衆が一番困ってる。農業者の

平均年齢は今66歳ぐらいで、やっぱりもう70歳

過ぎるとやめる。いつやめるというのが、もう

今回のこれで決定的に背中押されました。だか

ら、今年の冬、農業委員会とか農林課の仕事、

かなり増えると思いますよ。やっぱりこれは農

業全体の、第一次産業の全体の在り方が問われ

る時期に来てしまったということと、これから
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行政も農業団体も何をしていがんなねかという

のが問われる一冬になんなべなと思うので、ぜ

ひ踏ん張って、お金の額の問題ばかりでなくて、

支援なり指導していただきたいなと付け加えま

す。 

 さっき回答の中で、ふるさと納税の支援とか

外国産米の支援とか、議会で９月に採択したも

のの様々な項目さ当てはまる部分ありますので、

ぜひ検討をよろしくお願いします。回答はいい

です。 

 あともう１点、項目としては、子育て支援で

す。衆議院議員総選挙から議論がいっぱい出て

きたのが子育て世帯の支援ということで、いわ

ゆる子供１人当たり10万円、対象者をどうする

かというのは選挙の目玉というか、政争に使わ

れてたような時期もありましたが、選挙も終わ

って予算時期になって、960万円の壁はほぼ落

ち着くのかなと思います。それを受けて、今回

の扶助費１億7,925万円等々があって補正予算

に上げていただいたということ、理解します。 

 10万円の内訳は、現金と商品券か。 

（「クーポン券」の声あり） 

○１３番 小関秀一議員 クーポン券で分けると

いうことで、年内中に５万円を支給したいので

という説明がありましたので、私は、助かる世

帯がいっぱいあんなべなと思います。特に所得

の基準をつくるということについては今も議論

はあるわけですが、長井市の場合は国の基準に

のっとってという説明がございました。額の問

題、あと基準の問題は、既に1970年代に決めら

れた子育て支援の基準にのっとってという説明

がありましたが、これについては、国から言わ

れた額、基準でなくて、例えば自治体ごとに額

なり基準を設定し直すのが可能なのかどうか。 

  子育て推進課長にお尋ねをします。 

○浅野敏明議長 鈴木幸浩子育て推進課長。 

○鈴木幸浩子育て推進課長 お答えいたします。 

 今回の子育て世帯の18歳以下の方への給付金

の所得制限というところでございますけども、

あくまでも児童手当の制度を活用するというと

ころがございますので、国のほうで言っており

ます960万円、こちらは扶養が３人いる方の世

帯の基準ということになりますけども、この基

準にのっとった形で支援の手続を進めていくと

いう予定でございます。 

  あくまでも国の補助を使ってやるということ

になりますので、要綱上はこの国の基準によっ

てということになりますので、自治体での裁量

というのはない状況になってございます。 

○浅野敏明議長 13番、小関秀一議員。 

○１３番 小関秀一議員 自治体の裁量はないと

いう回答でしたが、私ちょっと詳しく法的なこ

とを調べたわけでもないし知識もないので、例

えば私のところは15万円するよというところと

か、例えばクーポン券を少し、自前の財政で増

やすと、５万円のところを７万円にするとかと

いうのは全く不可能だということでいいのか。

今回の事業については全く自治体の緩和策がな

いのかどうか、子育て推進課長に再度伺います。 

○浅野敏明議長 鈴木幸浩子育て推進課長。 

○鈴木幸浩子育て推進課長 お答えいたします。 

 市のほうの一般財源を使って独自の政策をす

る分には、そこはできるのかなと思います。 

（「国の定めに基づかないと交付ならないと、

市町村は。ただし、それ以外に、市で裁量あっ

て幾ら幾らやれるか」の声あり） 

○浅野敏明議長 暫時休憩します。 

 

 

   午前１１時０２分 休憩 

   午前１１時０２分 再開 

 

 

○浅野敏明議長 休憩前に復し、会議を再開しま

す。 

 鈴木幸浩子育て推進課長。 
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○鈴木幸浩子育て推進課長 すみません、お答え

いたします。 

 あくまでも今回の事業につきましては国のほ

うの制度にのっとって行うということになりま

すので、ここの部分については裁量の余地とい

うのはございませんが、これとは別に、市のほ

うの独自の事業としてするというのはまた別な

話になってきます。あくまでも今回の予算措置

につきましては、国の制度にのっとってのもの

というところでございます。 

○浅野敏明議長 13番、小関秀一議員。 

○１３番 小関秀一議員 分かりました。 

 さっき言ったように、大分昔につくった子育

て支援の手当の基準、いわゆる世帯主の収入だ

ったり、合算の方法があるんでないかという議

論はありました。これは感情論になってしまう

かもしれませんが、特に地方の雇用状態なり、

収入の高い低い考えますと、しかもコロナ禍に

よって雇用が不安定な世帯、私らみたいな年寄

りでなくて、子育て世代が非常に不安を持って

る時期に、960万円の壁を越える人が何人いだ

んべなと。たかだか二、三百万円で苦しくつつ

ましやかに暮らしてた人にもっと支援厚くして、

500万円以下の人さ手厚くするべとかという方

法を私は探りたいもんだなと思いますが、これ

は国で決めたことに倣わんなねということです

ので、長井市独自の子育て支援策を何か出さな

いと、いろんな手だてで長井市さ住んでもらっ

て人口減を何ぼでも食い止めんべという大きな

政策が、基本的に達成されなくなるんでないか

と物すごく心配してるわけですが、ぜひ市長か

らそこら辺の考え方について、これもさっきの

米価下落さ似たような課題になってしまうんだ

げんども、考え方をお聞きしたいと。 

○浅野敏明議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 小関秀一議員おっしゃるのは、市民の目線か

らいえば、そういったことを市に期待するとい

うのは当然大きなものがあると思っております。

ただ、今回５万円で支給額の総額が１億8,000

万円なんですよね。例えば、それをじゃあ単独

でやりますよ、じゃあ国が５万円と市が５万円

単独で上乗せしますというと、１億8,000万円

ですよね。今回、地方創生の臨時交付金、いわ

ゆるコロナ関連の交付金がどのぐらい私ども市

町村に配分になるかというのは、蓋を開けない

と分からないんですが、今まで３次にわたる交

付金の総額で７億円程度なんですね。というの

を考えますと、少し増えたとしても、総額で今

まで過去最大で２億5,000万円ぐらいでしたか

ら、３億円ぐらいが多分私どもに頂ける配分な

のかなと。 

 ただし、今月の全国市長会の理事・評議会、

私も出席して、市長同士で意見交換をかなり活

発にしたんですね。その中で、やっぱり臨時交

付金を今まで都道府県に厚く、そして市町村は

薄かったんですね。というのは、これは当然、

新型コロナウイルスのワクチン対応等々につい

ては県が主体的に担っていただくわけですから、

これは当然だと私ども思ってますし、あとは、

これからもあるＧｏＴｏトラベルとかＧｏＴｏ

イートとか、そういった施策も、やはり市町村

ごとにばらつきあるよりも県全体でやったほう

がいいと、これは当然だと思ってます。ただし、

今回は、やっぱり最後になるはずだったと思い

ます、今後どうなるか分かんないですけど。だ

から市町村にもっと手厚くと言ってますが、そ

うしますと、３億円のうち、例えばですよ、プ

ラス１億8,000万円をそれで使えるかというと、

やっぱり経済対策もしなきゃいけないですから、

これは相当厳しいと思ってます。そうしますと、

いわゆる通常の一般財源で１億8,000万円を何

とか確保すると思うと、かなりなものを、今や

ってるサービスを削らなきゃいけないんですよ。

これもやっぱりちょっと今の現状では難しいと。 

 したがって、やはり今回に対応できるような
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ことはしませんが、例えば、来年度については、

いろいろ議会からも提案いただきましたけど、

いわゆる子育て世帯で高校生の医療費無償化を

実現したいと。それでも財源的にはもう1,500

万円、1,700万円かかるわけですね。 

 あと、その次にやんなきゃいけないのは、白

鷹町さんが英断でなさいましたけども、ゼロ歳

児、１歳児、２歳児の、この３年間に生まれた

お子さんのいわゆる保育料の無償化と。これは

長井市ベースですと、多分１億円までは行きま

せんけど、6,000万円、7,000万円ぐらい必要な

んですよ。これもやりたいんですけど、じゃあ

どこで財源を確保するかと。 

 要は、小関秀一議員がおっしゃるのはごもっ

ともですし、市民の子育て世帯のご苦労も考え

ますと本当はやりたいんですが、それをやれる

財政的に力がちょっとないということでござい

まして、ですから、そこのところを何とかいろ

んなやりくりをしながら計画的に、少しずつで

はありますが、支援せざるを得ないと。今回み

たいな国にぼんというのは、ちょっとなかなか

私どもの長井市の状況では難しいと考えている

ところです。 

○浅野敏明議長 13番、小関秀一議員。 

○１３番 小関秀一議員 市長の思いと、具体的

に財政も含めて歯がゆい気持ちと伺いました。

私も歯がゆいなということ、特に子育てをして

苦労なさってる若い親の将来に対する不安を何

ぼでも取り除いてけらんねかなというが私の今

の質問の趣旨でありますので、今回の補正でも

様々な用途、使途に補正が提案されております

けれども、やっぱり住む人の暮らしを守ってい

けるようなとこさ予算を使ってもらいたいなと

いう気持ちです。もう少しちょっとこの項目で

確認ですが、これ国でも言われてるわけだけど

も、物すごく事務費なりに使われるわけよね。

例えば時間外で200万円、システム導入でざっ

くり300万円、国のトータルでいうと何百億円

という事務費、これは当然ただでできないこと

だから、かかるもんだと思うげんども、システ

ムを今回入れることによって、ほかの何かにこ

のシステムが活用できるのか、恐らくいいこと

というのは必ずあんなべなと思うんだけんども、

そこら辺、課長から説明をいただきたい。 

○浅野敏明議長 鈴木幸浩子育て推進課長。 

○鈴木幸浩子育て推進課長 事務費につきまして

は、例えばシステムの導入関係もございますが、

システムにつきましてはあくまでも今回の給付

金に対するものということになってまして、ほ

かのものについての活用というのはできないと

いう状況になっております。 

 そのほかの職員の時間外手当であったりとか

郵便代とかということでも、いろいろほかの事

務経費も載せさせていただいておりますけれど

も、こちらにつきましては、事務のシステムの

導入をしながら、効率化を図りながら少し圧縮

はできるのかなとは思っておりますが、なかな

か国のほうでも決まっていないところもありま

して、どの程度の事務が最終的にかかるかとい

うところも分からない状況でありまして、最大

の金額を上げさせていただいてるというところ

でございます。 

○浅野敏明議長 13番、小関秀一議員。 

○１３番 小関秀一議員 システムのことについ

て、私、詳しくないんだげんども、例えば時間

外手当、単価ですれば何人ぐらいって分がんな

んべげんども、児童手当のシステムさ、15歳以

下はもうあるわけだから、長井市独自でこうい

う基準でするというのはないわけだ。例えば16

歳以上の方の把握とか確認作業とかにだけこん

なに必要なのか。日常業務もしてるわけだから。

その辺ちょっともう一回説明してください。 

○浅野敏明議長 鈴木幸浩子育て推進課長。 

○鈴木幸浩子育て推進課長 お答えさせていただ

きます。 

 こちらにつきましては、現在行ってる業務の
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ほかに新しく追加になってる業務というような

ことですので、通常の業務を超えての時間外と

いうのは出てくるのかなというところでの想定

はしているところです。 

 システムにつきましては、高校生以上の方の

世帯の状況の名寄せであったり、あと所得の判

定ということで、やはり正確性を期すために使

わせていただくというところがございます。 

 あと、現在市のほうで児童手当を支給されて

る方については、口座情報等についても分かっ

てるところではありますけれども、新たに高校

生だけの世帯であったり、公務員の方で職場の

ほうから児童手当を支給されてる方については、

これから申請をいただいて、その口座情報の確

認をしながらシステムのほうに取り込んでいく

という手続が必要になってまいります。そうい

ったところを、やっぱり間違いがあってはいけ

ないわけですので、複数回確認をしたりという

ところもございます。 

 あと、期間が短いということもありまして、

場合によっては休日に受付業務を行ったり、あ

るいは返信用で頂くというところも想定をして

おります。返信で書類関係を頂いたときに、当

然不備なところもございますので、そういった

ところでの先方の方とのやり取りというところ

で、やっぱり仕事を持ってる方であれば時間外

等も出てくるところもございまして、そういう

ところ含めまして予算のほうを設定させていた

だいたというところでございます。 

○浅野敏明議長 13番、小関秀一議員。 

○１３番 小関秀一議員 了解しました。なるべ

く効率的にしていただきながら、大変だべげん

ども、年内中の支援という目標に向かってお願

いしたいと思います。児童手当のシステムだと、

15歳以下はもうほとんどかかんないのかなとい

う私の感覚だったんだげんども。特に、協議会

の説明のときもちょっと話ししたんだけども、

15歳以上で中学校卒業して働いてる方とかの同

意が、これは恐らく親になるのかご本人なのか、

高校生だとほぼほぼ自宅から通って、いわゆる

親の扶養になってんなべげんども、働いてる方

に対してはどういうふうなことに気をつけてい

がんなねがというのは非常に心配なわけ。振替

口座が本人の指定であればそこに入るんだと思

うげんども、その辺の把握が非常に大変なんべ

なと想像するんです。手落ちのないようにお願

いをしたいんですが、そこの16歳以上の働いて

いる人、あと、家さいない人なんかの把握につ

いて、最後に質問します。 

○浅野敏明議長 鈴木幸浩子育て推進課長。 

○鈴木幸浩子育て推進課長 お答えをさせていた

だきます。 

 お勤めされている方につきましての所得要件

というのは、今回入っておりません。あくまで

もお父さん、お母さんの所得が基準を超えてる

かどうかということでの判断ということになり

ますので、変な話、お子さんよりも親の収入が

少ない方であっても、そのお子さんは該当にな

るということになります。16歳以上、高校生の

方については、児童手当の部分も含めてですが、

親の方が受給者となっておりますので、親の方

から申請をいただくということになります。そ

この中で、市のほうから児童手当を支給してる

方については、その児童手当の口座のほうに振

込をさせていただくことになりますけれども、

申請をいただく方につきましては、ご家族の方

から書いていただいた口座、指定をいただいた

口座になります。ご家庭の中でご確認をいただ

いて、ご両親になるのかお子さんになるのかと

いうことの判断をいただいて提出いただくとい

うことでおりますので、場合によっては、高校

生の方で口座を持ってる方がいれば、そちらの

口座のほうに振込というところもあるかなとは

思っているところです。 

住所につきましては、あくまでも住民票を置

いているところでの支給ということになってま
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いります。例えば、高校生で高等専門学校とか

に、こちらのほうに住所を置いていながら行か

れてるような方がいらっしゃるとすれば、長井

市のほうから支給をさせていただくということ

になります。 

○浅野敏明議長 ほかにご質疑ございませんか。 

 15番、蒲生光男議員。 

○１５番 蒲生光男議員 米価下落の関係なんで

すけども、答弁で今年の最終的な作付面積の結

果なんてのは分からないということは分かった

んですけど、計画面積はお分かりなんですか。

農林課長、いかがですか。2,200円クラスはは

えぬきと雪若丸ですよね。つや姫はさほど、影

響が少ないですから、その２品種の計画面積は

大体どのぐらいだったですか。そこに2,200円

掛ければ、総体的な収入減の総額分かりますよ

ね。今日は米価下落の議案を提案してるわけで

すから、その辺のことは当然調べて臨んでおら

れると思うんですけど、いかがですか。 

○浅野敏明議長 佐々木勝彦農林課長。 

○佐々木勝彦農林課長 作付面積の関係でござい

ますけども、長井市には水稲用作付面積でおよ

そ1,600ヘクタールくらいございます。その中

で食用米としては、1,500くらいとなっている

ところでございます。今回対象となるのは備蓄

米というところでございまして、長井市のおよ

そ７割弱が、はえぬきを作付しているという状

況でございます。1,300だったかな、品種ごと

の作付面積については、ちょっと今ここで資料

のほうを持ち合わせてないという状況でござい

ます。申し訳ございません。 

○浅野敏明議長 15番、蒲生光男議員。 

○１５番 蒲生光男議員 どのぐらい減収になん

のかというのはね、それは調べて答弁に臨んで

もらわないと、減収の深刻さなんて何にも伝わ

ってこないじゃないですか。だから、その中で

も精いっぱい、長井市として取りあえず1,000

円は予算化したんだと。そういうことだって伝

わってきませんよ、今の答弁では。それは臨む

姿勢として、もう一遍そこら辺は改めていただ

きたい。聞かれることなんて、想定問答すれば

当然分かることじゃないですか。それはちゃん

としてもらわないと、どのぐらい減収だったか

も分かんないって、そんなばかな話ないと思い

ますよ、私は。答弁する側として、担当課とし

て。もう当然、作付計画を出して、作付が確定

して、面積なんて分かるわけでしょ。そういう

のはちゃんとやってもらわないと、質問以前、

これはどうするのだなんていう、それ以前の問

題ですよ、これ。もう一遍ちゃんと、産業参事

のほうからでも、ちゃんとそこら辺……。 

（「休憩して」の声あり） 

○浅野敏明議長 暫時休憩します。 

 

 

   午前１１時２４分 休憩 

   午前１１時３８分 再開 

 

 

○浅野敏明議長 休憩前に復し、会議を再開いた

します。 

 赤間茂樹産業参事。 

○赤間茂樹産業参事 ただいまの長井市全体での

減収というお話についてお答え申し上げたいと

思います。 

 今回の米価下落に対する支援金で、作付面積

については16万2,148.7アールを見込んでおり

ます。これに、仮の数字でございますけども、

10アール当たり10俵取れるとした場合、はえぬ

きが一番多いんですが、全体の約７割の作付に

なっております。はえぬきの場合、約２億

4,000万円の減収ということになります。次に、

つや姫ですが、つや姫は320ヘクタールですの

で、こちらについては約1,600万円の減収。コ

シヒカリについては160町歩ですので、440万円

ほどの減収ということになろうかと思います。 
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 なお、細部にわたって、ほかの品種もござい

ますので、そこら辺については後ほど一覧表に

させていただければと思っておりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

○浅野敏明議長 15番、蒲生光男議員。 

○１５番 蒲生光男議員 ２億5,000万円ぐらい

ですかね、ざっと。 

（「はい」と呼ぶ者あり） 

○１５番 蒲生光男議員 これはかなり大きい数

字だと思います。この数字のよしあしを私が言

うのでなくて、こういった数字を示してもらわ

ないと、説得力も何もないわけなんで、こうい

ったことはお答えできるように準備をして臨ん

でいただきたいということでございます。 

○浅野敏明議長 ほかにご質疑ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○浅野敏明議長 ほかに質疑もないので、質疑を

終結いたします。 

 それでは、議案第62号について討論を行いま

す。ご意見ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○浅野敏明議長 ご意見もないので、討論を終結

し、採決いたします。 

 議案第62号は、原案のとおり決するに賛成の

議員の起立を求めます。 

  （起立全員） 

○浅野敏明議長 起立全員であります。 

 よって、議案第62号は、原案のとおり決定い

たしました。 

 次に、日程第９、議案第64号 令和３年度長

井市訪問看護事業特別会計補正予算第２号の１

件について、ご質疑ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○浅野敏明議長 質疑もないので、質疑を終結い

たします。 

 それでは、議案第64号について討論を行いま

す。ご意見ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○浅野敏明議長 ご意見もないので、討論を終結

し、採決いたします。 

 議案第64号は、原案のとおり決するに賛成の

議員の起立を求めます。 

  （起立全員） 

○浅野敏明議長 起立全員であります。 

 よって、議案第64号は、原案のとおり決定い

たしました。 

 次に、日程第10、議案第65号 令和３年度長

井市介護保険特別会計補正予算第２号の１件に

ついて、ご質疑ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○浅野敏明議長 質疑もないので、質疑を終結い

たします。 

 それでは、議案第65号について討論を行いま

す。ご意見ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○浅野敏明議長 ご意見もないので、討論を終結

し、採決いたします。 

 議案第65号は、原案のとおり決するに賛成の

議員の起立を求めます。 

  （起立全員） 

○浅野敏明議長 起立全員であります。 

 よって、議案第65号は、原案のとおり決定い

たしました。 

 次に、日程第11、議案第66号 令和３年度長

井市水道事業会計補正予算第２号の１件につい

て、ご質疑ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○浅野敏明議長 質疑もないので、質疑を終結い

たします。 

 それでは、議案第66号について討論を行いま

す。ご意見ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○浅野敏明議長 ご意見もないので、討論を終結

し、採決いたします。 

 議案第66号は、原案のとおり決するに賛成の

議員の起立を求めます。 
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  （起立全員） 

○浅野敏明議長 起立全員であります。 

 よって、議案第66号は、原案のとおり決定い

たしました。 

 次に、日程第12、議案第67号 令和３年度長

井市下水道事業会計補正予算第３号の１件につ

いて、ご質疑ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○浅野敏明議長 質疑もないので、質疑を終結い

たします。 

 それでは、議案第67号について討論を行いま

す。ご意見ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○浅野敏明議長 ご意見もないので、討論を終結

し、採決いたします。 

 議案第67号は、原案のとおり決するに賛成の

議員の起立を求めます。 

  （起立全員） 

○浅野敏明議長 起立全員であります。 

 よって、議案第67号は、原案のとおり決定い

たしました。 

 

 

 日程第１３ 議案第５８号 長井市 

 コミュニティセンター条例の一部を 

 改正する条例の制定について外３件 

 

 

○浅野敏明議長 次に、日程第13、議案第58号 

長井市コミュニティセンター条例の一部を改正

する条例の制定についてから日程第16、議案第

68号 令和３年度長井市下水道事業会計補正予

算第４号までの４件を一括議題といたします。 

 提案者の説明を求めます。 

 内谷重治市長。 

  （内谷重治市長登壇） 

○内谷重治市長 議案第58号 長井市コミュニテ

ィセンター条例の一部を改正する条例の制定に

ついてご説明申し上げます。 

 本案は、近年の社会情勢等の変化に鑑み、市

内の中小企業で働く青少年の健全な育成と福祉

の増進を目的として機能してきた勤労青少年ホ

ームについて、地域住民の相互交流等への拡充

を図り、住民主体の地域づくり活動に資する施

設とすることを目的に、その所管施設をコミュ

ニティセンターに移管するためご提案申し上げ

るものでございます。 

 続きまして、議案第61号 長井市医療給付事

業に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついてご説明申し上げます。 

 本案は、子育て支援医療の給付対象者の拡充

を図るとともに、税制改正に伴う山形県医療給

付事業補助金交付規程の一部改正により、所要

の改正を行うためご提案申し上げるものでござ

います。 

 議案第63号 令和３年度長井市一般会計補正

予算第11号についてご説明申し上げます。 

 第１条、歳入歳出予算の補正につきましては、

予算の総額に24億541万9,000円を追加し、予算

の総額を歳入歳出それぞれ202億4,539万2,000

円といたすものでございます。 

 このたびの補正は、歳出において、人事異動

に伴う人件費の調整や、時間外勤務手当を増額

するほか、不足が見込まれる事業費を増額し、

不用見込額を減額いたします。主なものといた

しましては、公共複合施設の整備に17億7,740

万円、新型コロナウイルスワクチン接種事業に

4,833万円、公立置賜長井病院改築整備事業に

２億1,416万4,000円、タス再整備支援事業に１

億6,281万4,000円を追加いたします。 

 歳入におきましては、歳出に関連する国県支

出金、市債等をそれぞれ計上したほか、不足す

る財源に財政調整基金繰入金、前年度繰越金、

置賜広域病院企業団負担金精算金等を計上いた

しました。 

 第２条の債務負担行為及び第３条の地方債に
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つきましては、第２表、第３表のとおり、追加、

変更するものでございます。 

 最後に、議案第68号 令和３年度長井市下水

道事業会計補正予算第４号についてご説明申し

上げます。 

 補正の内容につきましては、第２条の収益的

収入及び支出におきまして、管渠等の修繕に伴

い、支出の第１款及び第３款の計336万円を増

額し、併せて収入の一般会計補助金を同額増額

いたすものでございます。 

 第３条の資本的収入及び支出におきましては、

支出の建設改良費に、新築による管路布設工事

等に伴い100万円を増額し、併せて収入の企業

債を同額増額いたすものでございます。 

 第４条から第５条につきましては、条文のと

おり改めるものでございます。 

 以上、よろしくご審議賜りますようお願い申

し上げます。 

○浅野敏明議長 提案者の説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 まず、日程第13、議案第58号及び日程第14、

議案第61号の質疑を行います。 

 なお、これからの一般議案２件につきまして

は、所属する常任委員会に付託の上、ご審査い

ただく予定でありますので、その点お含みの上、

ご質疑をお願いいたします。 

 まず、日程第13、議案第58号 長井市コミュ

ニティセンター条例の一部を改正する条例の制

定についての１件について質疑を行います。ご

質疑ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○浅野敏明議長 質疑もないので、質疑を終結い

たします。 

 次に、日程第14、議案第61号 長井市医療給

付事業に関する条例の一部を改正する条例の制

定についての１件について質疑を行います。ご

質疑ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○浅野敏明議長 質疑もないので、質疑を終結い

たします。 

 次に、日程第15、議案第63号及び日程第16、

議案第68号の質疑を行います。 

 なお、これからの予算議案２件につきまして

は、予算特別委員会を設置し、ご審査いただく

予定でありますので、その点お含みの上、ご質

疑をお願いいたします。 

 まず、日程第15、議案第63号 令和３年度長

井市一般会計補正予算第11号の１件について質

疑を行います。ご質疑ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○浅野敏明議長 質疑もないので、質疑を終結い

たします。 

 次に、日程第16、議案第68号 令和３年度長

井市下水道事業会計補正予算第４号の１件につ

いて質疑を行います。ご質疑ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○浅野敏明議長 質疑もないので、質疑を終結い

たします。 

 以上で全議案に対する質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。日程第13、議案第58号 

長井市コミュニティセンター条例の一部を改正

する条例の制定について及び日程第14、議案第

61号 長井市医療給付事業に関する条例の一部

を改正する条例の制定についての一般議案２件

は、別紙付託表のとおり、所管する常任委員会

に付託の上、ご審査願いたいと思いますが、こ

れにご異議ございませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○浅野敏明議長 ご異議なしと認めます。 

 よって、そのように決定いたしました。 

 続いて、お諮りいたします。日程第15、議案

第63号 令和３年度長井市一般会計補正予算第

11号及び日程第16、議案第68号 令和３年度長

井市下水道事業会計補正予算第４号の予算議案

２件を審査するため、議長を除く全員をもって

構成する予算特別委員会を設置したいと思いま
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すが、これにご異議ございませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○浅野敏明議長 ご異議なしと認めます。よって、

議長を除く全員をもって構成する予算特別委員

会を設置することに決定いたしました。 

 予算議案２件は、ただいま設置することに決

定いたしました予算特別委員会に付託すること

といたします。 

 

 

   散     会 

 

 

○浅野敏明議長 本日はこれをもって散会いたし

ます。ご協力ありがとうございました。 

 

 

    午前１１時５３分 散会 


